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　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成　２３年　１月　２１日　（金）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者　　平間　茉莉　　　記録　山地　孝志

	小向
	小林
	竹内
	清川
	橘
	三浦
	佐々木
	平間
	川守田

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	○
	休憩
	○
	準夜
	○
	深夜
	公休
	○
	公休

	久保
	天間
	橋本
	藤原
	田ノ上
	高橋
	山地
	上野（雅）
	佐々木（孝）

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	準夜
	深夜
	公休
	○
	公休
	D留守
	○
	公休
	○

	相馬
	加藤
	池田
	富澤
	石岡
	小笠原（麻）
	貝塚
	小笠原（実）
	大嶋

	深夜
	準夜
	公休
	○
	　

A留守
	公休
	D留守
	○
	公休

	鈴木
	沼山
	小島
	
	
	
	
	
	

	○
	公休
	○
	
	　
	
	
	
	


出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名
する事。

＜連絡事項＞

· 村井　八郎様～本日、イレウス治療目的にて当院退院。八戸赤十字病院に転院と　　　　　　　　なっています。

· 本日、病棟巡視を実施しています。指摘事項として薬用保存に使用している冷蔵庫の霜の指摘があったとの事で、本日清掃実施しています。

・感染対策委員会より

1月24日（月）の立入り検査に向けて、トリゾンラブとハンドソープのボトルに、詰め替え年月日を明記する決まりとなっています。各部署に設置してある全てのボトルを確認し、記載漏れのないようにお願い致します。また、トリゾンラブ・ハンドソープ共に詰め替え時には、ボトルは十分に洗浄し、完全に容器を乾燥させてから中身を詰めることとなっています。各自周知し、感染予防に努めていきましょう。
· NPO法人より家族支援についてのアンケート依頼がきています。今週中に自分の番号

のシートへ入力をお願いします。

　

・医療ガス委員会より

昨年の12月8日に行われた第７回院内研修、12月9日に行われたビデオ研修の欠席者対象にもう一度、ビデオ研修を行う事となりました。
　日時：2月4日（金）時間：17:30～18:30　場所：病院2階会議室
テーマ：「医療ガスの特徴、取り扱いについて」
対象者：12月8日第７回院内研修、12月9日ビデオ研修の欠席者
対象者はWIZ掲示版の添付ファイルに名前が記載されていますので、各自確認し、出欠予定を入力し参加して下さい。

＜患者様連絡事項＞

· 木ノ下　ツヨ様～本日、八戸赤十字病院眼科受診しています。

次回受診は２月２５日（金）８：３０となっています。

御家族様に、外出願い書いて頂き、主治医へ提出しています。

＜受け持ち患者様　NCP評価・検討＞

· 板垣　富蔵様～体重・全身の浮腫は軽減傾向となっています。現在の体重は４９ｋｇ　　　

台で推移しています。引き続き、体重の増減、食事・排泄の状況を確認、記録し、身体状態の観察を行っていきましょう。

　　　　　　　　　　また、身体状態不安定な時期が続き、入浴が出来ない状態が続いた事も重なり、皮膚の湿疹があり、軟膏処置を実施しています。

　　　　　　　　　　湿疹の拡大・増強がないよう、入浴出来ない際は身体清拭や更衣を実施し、湿疹の軽減及び身体の清潔保持に努めていきましょう。

・　吉田　光男様～本日、昼食の和風スパゲッティを摂取する際、上手く噛み切れず、口腔内に溜め込む事ありました。

　　　　　　　　　　義歯である事からパスタを上手く咀しゃく、嚥下出来ないのではないか？という意見もあり、食事形態について【パスタ禁】として様子を見てみます。そば・うどん等は本人が好む物である事、今までの麺類摂取では、摂取状況が悪くない事から、摂取時の様子を見て検討する事としています。

普段の食事形態は、常食（糖尿病食）ですが、咀しゃく、嚥下状態も悪くなく、義歯に食物残渣物の付着も少ないようです。引き続き摂取状況の観察を行い、安全な食事摂取が出来るような環境を提供していきましょう。

・　橋本　万様～皮膚科診察にて、左第１・２趾間の処置、アズクロ+テラコートリル+ガーゼ保護の指示があり、処置実施中です。状態を観察し、処置後の状態を記載し、皮膚状態の悪化を予防していきましょう。

　　　　　　　　　また、左足の変色・腫脹については、入浴日以外は足浴を実施し、左足の状態に改善が見られるか観察中です。引き続き足浴を実施し、左足の状態改善を図っていきましょう。

· 松田　信夫様～本日、自室の身辺整理をスタッフと一緒に実施しています。易度性や　

興奮する事は無く、身辺整理されています。

身辺整理に対しては、自分で実施する事が難しい状況です。また、自分の物の置き場所などはこだわりがあり、少しでも位置を変更すると易度的となり、興奮が収まらない事もあります。

　　　　　　　　　　本人の日常生活行動を観察し、機嫌の良い時など、一緒に身辺整理などを実施し、きれいな環境で過ごして頂けるよう努めていきましょう。

· 中村　マス様～歩行の不安定さ多く見られ、転倒のリスク高くなっています。

その為、本人の身体状況を考え、個人用の車椅子を購入して頂き、歩行不安定である時や身体症状不安定な場合、使用していきたいと思います。受け持ち担当は、車椅子の個人購入について御家族様に話しを勧めてみて下さい。

















































